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県本部2019春闘討論集会
  日時　2019年1月16日（水）14時～
  場所　水戸駅南口・テラスザガーデン水戸
  内容　・2019自治労春闘方針案
　　 　　・2019年県本部春闘方針案

　賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
を

自
治
労
が
２
０
１
９
春
闘
討
論
集
会
　

　
自
治
労
は
　
月
　
日
～
　

12

12

13

日
、
東
京
・
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で

２
０
１
９
春
闘
の
組
織
討
議

を
深
め
る
た
め
中
央
討
論
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

　
集
会
冒
頭
、
川
本
委
員
長

は
経
済
・
政
治
情
勢
に
触
れ

た
あ
と
、「
春
闘
で
賃
金
水

準
を
引
き
上
げ
、
安
倍
政
治

を
変
え
る
た
め
、
参
議
院
選

挙
で
の
組
織
内
候
補
・
岸
ま

き
こ
必
勝
の
取
り
組
み
」
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
福
島
書
記
長
か

ら
２
０
１
９
春
闘
方
針
の
提

起
が
あ
り
、「
各
種
闘
争
の

ヤ
マ
場
に
成
果
を
『
刈
り
取

り
』
す
る
た
め
の
『
タ
ネ
ま

き
』（
要
求
）
時
期
が
春
闘
期

で
あ
る
」
と
強
調
。
２
０
１

９
春
闘
に
お
い
て
、
①
労
使

関
係
ル
ー
ル
の
確
立
、
②
民

間
職
場
の
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
、
③
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
の
確
立
、
④
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
条
例

化
と
　
協
定
の
締
結
お
よ
び

36

人
員
確
保
な
ど
の
決
着
を
め

ざ
す
課
題
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
　
ま
た
、「
す
べ
て
の
単
組

で
要
求
―
交
渉
―
妥
結
（
書

面
化
・
協
約
化
）
に
取
り
組

み
、
組
合
員
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
組
織
強
化
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
　
月
９
日
投
開
票
の
茨
城

12
県
議
会
議
員
選
挙（
定
数
　
）
62

は
、
連
合
茨
城
が
推
薦
し
た

日
立
市
で
齋
藤
英
彰
さ
ん
、

高
安
博
明
さ
ん
の
２
名
（
自

治
労
は
齋
藤
さ
ん
を
推
薦
）、

ひ
た
ち
な
か
市
で
二
川
英
俊

さ
ん
、
那
珂
市
で
遠
藤
実
さ

ん
、
筑
西
市
で
設
楽
詠
美
子

さ
ん
の
合
計
５
名
が
当
選
を

果
し
ま
し
た
が
、
水
戸
市
・

城
里
町
選
挙
区
の
佐
藤
光
雄

さ
ん
、
龍
ケ
崎
市
・
利
根
町
選

挙
区
の
糸
賀
淳
さ
ん
の
２
名

の
候
補
は
落
選
し
ま
し
た
。

　
自
民
党
は
、
改
選
前
よ
り

６
人
減
の
　
議
席
と
な
っ
た

34

も
の
の
、
無
所
属
の
追
加
公

認
を
含
め
安
定
多
数
は
維
持

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
笠

間
市
議
会
議
員
選
挙
で
石
松

俊
雄
さ
ん
、
稲
敷
市
議
会
議

員
選
挙
で
山
本
彰
治
さ
ん
が

当
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
各
単
組
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

12月９日県議選・市議選結果12月９日県議選・市議選結果

連合推薦県議は５名当選連合推薦県議は５名当選連合推薦県議は５名当選

自治労春闘中央討論集会であいさつする川本委員長
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削
減
さ
れ
、
賃
金
抑
制
も
進

め
ら
れ
て
き
た
中
で
、
新
規

採
用
者
が
今
年
５
５
１
人
と

昨
年
の
４
７
９
人
を
上
回
っ

て
い
る
。
現
業
・
公
企
統
一

闘
争
も
昨
年
よ
り
要
求
書
提

出
単
組
が
増
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
に
学
び
県

内
で
も
広
げ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
千
歳
県
本
部
委

員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
県
議

選
の
結
果
と
支
援
へ
の
お
礼

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
賃
金

確
定
闘
争
の
状
況
や
　
歳
定

65

年
延
長
問
題
に
触
れ
た
あ

と
、
強
権
的
政
治
が
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
来

年
の
統
一
地
方
選
、
参
議
院

選
挙
の
自
治
労
組
織
内
候
補

の
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
活
動
経
過
の
報
告

と
承
認
に
続
き
、
２
０
１
９

年
度
運
動
方
針
が
提
案
さ
れ

た
あ
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
、
定
年
制
問
題
、
県

本
部
幹
事
・
単
組
現
評
役
員

合
同
学
習
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

答
弁
の
あ
と
、
全
体
の
拍
手

で
運
動
方
針
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
役
員
選
出

で
は
、
石
神
議
長
を
は
じ
め

と
す
る
新
役
員
体
制
を
確

認
。
新
旧
役
員
あ
い
さ
つ
、

ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
と
続
き
、

最
後
に
団
結
ガ
ン
バロ
ー
で
総

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
調
理
部
会

が
「
人
員
確
保
に
向
け
て
～

各
単
組
の
課
題
を
語
り
合
お

う
～
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
・

グ
ル
ー
プ
討
論
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
県
本
部
現
業
評
議
会
は
　12

月
　
日
、
自
治
労
会
館
で
第

15
　
回
定
期
総
会
を
開
き
、
２

54０
１
９
年
度
運
動
方
針
や
新

役
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
　
単
組
　
名
が

14

52

参
加
、
は
じ
め
に
石
神
議
長

が
あ
い
さ
つ
し
、「
欠
員
不

補
充
や
任
用
替
え
で
人
員
が

現業評議会総会であいさつする
石神議長

現業評議会2019年度役員体制
議　　　長　　石神　信浩

（龍ケ崎市職労）
副　議　長　　杉本　道博

（取手市職）
　　〃　　　　日向寺裕也

（県現業労組）
　　〃　　　　岩上真由美

（那珂市職）
事　務　局　長　　篠崎　勇一

（北茨城市職）
事務局次長　　飛田　将洋

（水戸市職）
幹　　　事　　稲葉　　勉

（北茨城市職）
　　〃　　　　赤津　誠二

（高萩市職）
　　〃　　　　佐藤　俊夫

（日立市職）
　　〃　　　　井上　正博

（常陸太田市職）
　　〃　　　　菊地　千草

（大子町職）
　　〃　　　　倉橋扶美子

（常陸大宮市職）
　　〃　　　　山本三千代

（東海村職）
　　〃　　　　大原佳代子

（鉾田市職）
　　〃　　　　馬場　典子

（行方市職）
　　〃　　　　笹沼美智子

（鹿嶋市職）　
　　〃　　　　関口　朋和

（龍ケ崎市職労）
　　〃　　　　金久保　昇

（県現業労組）

県
内
で
も
人
員
増
の
闘
い
を

県
本
部
現
業
評
議
会
が
総
会
 

　今年７月～９月期の実質ＧＤＰ
が年率換算で前期比1.2％減と二
期ぶりにマイナスとなった。アベ
ノミクスの限界は明らかである。
連合2019春闘では、国民生活の
維持・向上をはかるため、労働組
合が社会・経済の構造的な問題解
決をはかるけん引役を果たす闘争
である。大手追従・大手準拠から
の転換をする運動を進める。賃金
の上げ幅のみならず賃金水準引き
上げを追求していきたい。自治労
の組織現状は、交渉できない単組
５割、要求書出せない単組４割
と、組合の存在感が見えない。春
闘は１年のたたかいのスタートで
あり、改めて要求書提出からス
タートしてほしい。来年の人勧は
民間春闘の影響が大きい。2006
給与構造改革前の水準をめざした
賃金改善に取り組んでほしい。働
き方改革では、適正な労働時間の
見直しをめざし、国公での上限規
制は年明けに考え方が示される。
連合は３月６日を36協定の日と
して取り組む。同一労働同一賃
金、会計年度任用職員の取り組み
は、春闘期が重要である。カジノ
法案、高度プロフェッショナル制
度など、安倍政権は国民ニーズか
らかけ離れている。水道法、漁業
法、入国管理法など、会期・外遊
を優先している。独占的・非民主
的な安部政治を変えなければ、憲
法改正に突き進んでいく。我々の
代表としての岸まきこの必勝に向
けて取り組みの強化をお願いした
い。

け
ま
し
た
。

　
全
体
集
会
後
、
参
加
者
は

都
道
府
県
職
労
・
大
都
市
単

組
対
象
と
市
・
町
村
単
組
分

散
会
、
ま
た
、
特
別
分
科
会

と
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
の
確
立
に
む
け
た
課
題

に
分
か
れ
て
議
論
し
ま
し

た
。
　
二
日
目
は
、「
今
後
の
日

本
の
雇
用
と
賃
金
へ
の
展

望
」
を
テ
ー
マ
に
、
濱
口
桂

一
郎
労
働
政
策
研
究
・
研
修

機
構
労
働
政
策
研
究
所
長
の

記
念
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
分
散
会
報
告
、

全
体
討
論
・
ま
と
め
の
あ
と

川
本
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
集
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

自治労川本委員長あいさつ

◇茨城県議会議員選挙結果

得票数選挙
結果党派年齢推薦候補者◯選挙区

8,382落選国民民主60佐藤　光雄水戸市/
城里町

14,081当選国民民主53高安　博明日立市

11,337当選国民民主58齋藤　英彰日立市

無投票当選国民民主40二川　英俊ひたちなか市

7,710当選無所属52遠藤　　実那珂市

13,895当選国民民主42設楽詠美子筑西市

4,122落選無所属53糸賀　　淳龍ケ崎市/
利根町

◇市議会議員選挙結果

2,081４位
当選社民60石松　俊雄笠間市議選

14,081５位
当選無所属53山本　彰治稲敷市議選
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◆
２
０
１
８
年
国
内
十
大
ニ
ュ
ー

◆
２
０
１
８
年
国
内
十
大
ニ
ュ
ー
スス

■
深
ま
る
モ
リ
カ
ケ
疑
惑

　
森
友
学
園
問
題
め
ぐ
り
、
首
相
妻
の
名
載
る
公
文
書
の
改

ざ
ん
発
覚
（
３
月
）、
加
計
学
園
で
は
首
相
秘
書
官
が
「
首
相

案
件
」と
発
言
し
た
文
書
見
つ
か
る
。（
４
月
）。「
丁
寧
に
説

明
」
と
言
い
つ
つ
疑
惑
に
答
え
な
い
安
倍
首
相
に
国
民
多
数

は
納
得
せ
ず

■
ス
ポ
ー
ツ
界
の
不
祥
事
相
次
ぐ

　
レ
ス
リ
ン
グ
伊
調
馨
選
手
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
監
督
指
示
に

よ
る
日
大
ア
メ
フ
ト
選
手
の
悪
質
タ
ッ
ク
ル
、
疑
惑
噴
出
の

ボ
ク
シ
ン
グ
連
盟
、
女
子
体
操
選
手
め
ぐ
る
暴
力
・
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
界
の
不
祥
事
相
次
ぐ
（
２
月
～
）

■
次
官
セ
ク
ハ
ラ
に
「
＃
Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」

　
財
務
事
務
次
官
に
よ
る
女
性
記
者
へ
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
が

発
覚
（
4
月
）。
財
務
省
が
事
実
認
め
る
も
、「
セ
ク
ハ
ラ
罪

と
い
う
罪
は
な
い
」と
麻
生
大
臣
が
擁
護
発
言
。
全
国
で「
＃

Ｍ
ｅ
Ｔ
ｏ
ｏ
」
広
が
る

■
「
戦
闘
」
隠
し
の
陸
自
日
報

　「
存
在
し
な
い
」と
し
て
き
た
陸
上
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣
日

報
が
見
つ
か
っ
た
と
防
衛
相
。「
非
戦
闘
地
域
」へ
の
派
遣
の

は
ず
が
、
攻
撃
・
着
弾
が
相
次
ぎ
、「
戦
闘
が
拡
大
」
の
記
載

も
。
最
高
指
揮
官
・
安
倍
首
相
の
責
任
い
か
に
（
４
月
）

■
藤
井
聡
太
君
、
最
年
少
七
段
に

　
将
棋
の
藤
井
聡
太
六
段
が
勝
利
と
昇
段
重
ね
、
史
上
最
年

少
の
　
歳
９
カ
月
で
七
段
昇
進
果
た
す（
５
月
）。　
年
ぶ
り

15

61

の
記
録
更
新
を
果
た
し
た
天
才
棋
士
に
、
将
棋
フ
ァ
ン
の
み

な
ら
ず
驚
嘆
の
声
　

■
働
く
者
の
反
対
無
視
し
高
プ
ロ
制

　
残
業
代
を
取
り
上
げ
、
長
時
間
労
働
を
容
認
す
る
高
度
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
疑
問
や
反
対
の
声
高
ま
る
も
、

政
府
与
党
が
働
き
方
改
革
関
連
法
を
強
行
。
こ
の
改
革
っ

て
、
誰
の
た
め
？
（
６
月
）

■
大
規
模
災
害
に
襲
わ
れ
た
列
島

　
震
度
６
弱
の
大
阪
北
部
地
震
（
６
月
）、
死
者
・
行
方
不
明

２
０
０
人
超
の
西
日
本
豪
雨
（
７
月
）、
震
度
７
の
北
海
道
地

震
（
９
月
）、
平
年
超
え
る
台
風
上
陸
な
ど
、
大
規
模
災
害
が

相
次
ぐ
日
本
列
島
。
速
や
か
な
被
災
者
支
援
と
急
ぎ
た
い
防

災
・
減
災
対
策

■
オ
ウ
ム
元
幹
部
　
人
に
死
刑
執
行

13

　
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一
連
の
事
件
で
殺
人
罪
な
ど
に
問

わ
れ
た
松
本
智
津
夫
被
告
ら
教
団
元
幹
部
　
人
に
相
次
ぎ
死

13

刑
執
行
（
７
月
）。
事
件
か
ら
四
半
世
紀
、「
な
ぜ
、
あ
の
よ

う
な
凶
悪
事
件
を
起
こ
し
た
の
か
」の
疑
問
解
か
れ
ぬ
ま
ま
に

■
連
日
の
猛
暑
で
熱
中
症
相
次
ぐ

　「
災
害
級
」
の
猛
暑
が
日
本
列
島
を
襲
い
、
各
地
で
最
高
気

温
を
連
日
更
新
。
埼
玉
県
熊
谷
市
で
は
国
内
観
測
史
上
最
高

の
　
・
１
度
（
７
月
）
を
記
録
。
熱
中
症
で
の
高
齢
者
や
子

41
ど
も
の
死
亡
事
故
相
次
ぎ
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
日
夜
鳴

り
や
ま
ず

■
新
基
地
反
対
の
民
意
受
け
新
知
事

　
沖
縄
・
辺
野
古
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
に
抗
す
る
翁
長
雄

志
知
事
の
突
然
の
悲
報
。
玉
城
デ
ニ
ー
候
補
に
県
民
が
「
基

地
の
な
い
、
平
和
な
沖
縄
」
の
思
い
託
し
、
過
去
最
多
支
持

票
で
新
知
事
に
押
し
上
げ
る
（
９
月
）

　
一
年
の
世
相
を
漢
字
で
表
現
す
る
今
年
の
漢
字
は
「
災
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
記
録
的
な
豪
雨
と
大
型
台
風
の
襲

来
、
大
阪
や
北
海
道
の
地
震
な
ど
今
年
を
表
現
す
る
の
に「
災
」は
最
も
適
切
な
漢
字
と
言
え
ま
す
。
さ
ら
に
、「
災
」は
、

政
治
の
世
界
で
も
際
立
っ
て
い
ま
す
。
先
の
国
会
で
は
、
安
倍
政
権
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
政
治
姿
勢
が
露
骨
に
現
れ
ま

し
た
。
入
管
法
、
水
道
民
営
化
法
、
漁
業
法
等
国
民
生
活
に
関
わ
る
重
要
法
案
が
十
分
な
審
議
も
せ
ず
に
強
行
採
決
が

繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
共
通
す
る
こ
と
は
、
国
民
生
活
は
二
の
次
、
財
界
や
多
国
籍
企
業
の
思
惑
が
優
先
す
る
も
の
ば

か
り
で
、
日
本
の
将
来
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
危
機
感
は
募
る
ば
か
り
で
す
。
安
倍
政
権
が
続
く
限
り
、
２
０
１

９
年
も
大
変
な
年
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
防
衛
費
を
増
大
さ
せ
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
し
、
戦
争
国
家

に
突
き
進
む
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に
は
、
広
範
な
国
民
の
た
た
か
い
と
野
党
の
結
束
し
た
た
た
か
い
が
危

険
な
動
き
を
止
め
る
唯
一
の
道
で
す
。
来
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
地
域
・
職
場
か
ら
全

力
で
、
平
和
と
民
主
主
義
、
地
方
自
治
・
社
会
保
障
・
生
活
と
権
利
を
守
る
闘
い
を
作
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
自
治
労
に
結
集
し
な
が
ら
、
来
年
は
、
政
治
を
転
換
す
る
年
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

連合茨城も新春のつどいで2018年の闘う決意
を固めた（１月５日）

2018年の闘いのスタートを決めた県本部春闘
討論集会（１月16日）

百里基地の日米共同訓練に抗議行動を展開した
平和擁護県民会議（１月19日）

春闘方針を決定した第154回自治労中央委員会
（１月29・30日）

公営企業評議会が民営化問題で学習会
（２月２日）

社会福祉評議会が総会と学習会（２月３日）

賃金と権利を学習した第１回ユニオンセミ
ナー （２月17日）

自治体議員連合が総会と学習会（２月19日）

一方的不利益は許さないと「子ども会育成連合
会職員労働組合」を結成（２月20日)

2018春闘方針を決定した第１回県本部中央委
員会（２月23日）

2018春闘に向け青年女性が討論集会
（２月24日）

130回迎えた中央女性労働講座（２月25日）

団結ガンバローで闘う決意を固めた県本部春
闘決起集会（２月28日、ひたちなか市）

連合茨城が春闘に向け集会とデモ（３月３日）

安倍政権退陣を求め国会包囲行動（３月15日）

公務員連絡会が春闘中央行動（３月15日）

新執行部を選出した第113回県本部臨時大会
（３月16日、ひたちなか市）

現業評議会が春闘討論集会（３月18日）

雪の中、さよなら原発集会（３月21日）

脱原発に向け小泉元総理講演会（４月14日） 県本部新春のつどいであいさつする黒江委員長
（１月16日）

201820182018
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◆
２
０
１
８
年
海
外
十
大
ニ
ュ
ー

◆
２
０
１
８
年
海
外
十
大
ニ
ュ
ー
スス

■
世
界
経
済
混
乱
さ
せ
る
米
高
関
税

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
輸
入
制
限
や
高

関
税
導
入
で
世
界
と
摩
擦
。
中
国
と
の
報
復
合
戦
で
は
、
貿

易
戦
争
と
世
界
経
済
大
混
乱
の
懸
念
。
迷
惑
す
る
は
米
国
民

と
世
界
の
人
々
（
１
月
～
）

■
シ
リ
ア
内
戦
８
年
、
出
口
見
え
ず

　
ア
サ
ド
政
権
ｖ
 ｓ
 反
体
制
勢
力
V
S
過
激
派
組
織
V
S
米

ロ
な
ど
超
大
国
ｖ
 ｓ
 周
辺
諸
国
―
―
利
害
と
対
立
絡
み
合

い
、
い
ま
だ
平
和
の
糸
口
見
え
な
い
シ
リ
ア
の
内
戦
。
８
年

も
の
苦
闘
続
く
難
民
・
避
難
民
が
故
郷
へ
帰
れ
る
日
は
い
つ

（
１
月
～
）

■
極
右
政
党
進
出
で
強
ま
る
排
外
主
義

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
極
右
政
党
が
台
頭
し
、
自
国
第
一
主

義
と
移
民
排
斥
の
動
き
が
強
ま
る
。
自
由
と
平
等
、
民
主
主

義
を
生
み
育
て
た
は
ず
の
欧
州
に
広
が
る
偏
見
と
憎
悪
の

闇
、
悲
し
（
１
月
～
）

■
感
動
と
歓
声
包
む
平
昌
冬
季
五
輪

　
厳
寒
の
平
昌
冬
季
五
輪
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
世
界
沸

く
。
氷
雪
溶
か
す
熱
き
戦
い
に
手
に
汗
握
り
、
選
手
ら
の
友

情
に
胸
熱
く
し
、「
そ
だ
ね
～
」
に
ほ
お
緩
む
（
２
～
３
月
）

■
世
界
を
驚
か
す
若
き
日
本
選
手

　
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の
高
梨
沙
羅
（
Ｗ
杯
歴
代
最
多
の
通
算

　
勝
、
３
月
）、
テ
ニ
ス
の
大
坂
な
お
み
（
全
米
オ
ー
プ
ン
女

55子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
、
９
月
）、
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平

（
４
勝
２
敗
・
　
本
塁
打
、
９
月
）
ら
若
い
ア
ス
リ
ー
ト
が
世

22

界
で
活
躍

■
非
核
化
め
ざ
し
南
北
・
米
朝
会
談

　
韓
国
の
文
大
統
領
と
北
朝
鮮
の
金
委
員
長
に
よ
る
南
北
首

脳
会
談
（
４
月
～
）
に
続
き
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
金
委

員
長
が
史
上
初
の
米
朝
会
談（
６
月
）。
朝
鮮
半
島
非
核
化
や

緊
張
緩
和
へ
世
界
が
注
視

■
米
大
使
館
、
エ
ル
サ
レ
ム
移
転
の
暴
挙

　
米
国
が
在
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
を
テ
ル
ア
ビ
ブ
か
ら
緊
張

続
く
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
に
移
転（
５
月
）。
中
東
和
平
へ
の
道

壊
す
暴
挙
を
世
界
が
批
判
。
抗
議
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々

を
撃
つ
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
銃
声
の
無
慈
悲

■
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
仏
が
２
度
目
の
優
勝

　
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ロ
シ
ア
大
会
。
強
豪
国
が
早
々
敗
退
す
る

中
、
仏
が
　
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
。
大
会
直
前
の
監
督
解

20

任
に
揺
れ
た
日
本
代
表
は
決
勝
Ｔ
進
出
も
ベ
ル
ギ
ー
に
惜
敗

し
８
強
逃
す
（
６
～
７
月
）

■
タ
イ
の
洞
窟
で
少
年
ら
無
事
救
出

　
タ
イ
北
部
の
洞
窟
で
行
方
不
明
だ
っ
た
地
元
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
少
年
ら
　
人
を
発
見
。
世
界
が
見
守
る
中
、
潜
水

13

に
よ
る
救
助
活
動
で
全
員
を
無
事
救
出
し
、
胸
な
で
下
ろ
す

（
７
月
）

■
核
廃
絶
の
願
い
に
背
く
核
軍
拡

　
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
か
ら
１
年
（
７
月
）。「
核
な
き

世
界
」
へ
批
准
・
署
名
進
む
も
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
小

型
核
開
発
に
続
き
、
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
全
廃
条
約

の
破
棄
を
表
明
（
　
月
）。
核
軍
拡
競
争
の
悪
夢
再
び

10

JCO臨界事故を風化させるなと19周年集会
（９月30日、東海村）

1600人が参加した第37回土佐自治研集会
（10月５～７日）

現業公企統一闘争総決起集会（10月13日）

賃金確定闘争に向け学習討論した第５回ブロッ
ク活動者学校（10月13日、大洗）

平和憲法の集い（11月３日、ひたちなか市）

東海第２再稼働反対水戸集会（９月１日）

新入組合員労働学校に11単組60名が参加
（９月16・17日大洗）

さようなら原発集会
（９月17日、東京代々木公園）

岸まきこさん書記局訪問（９月25日）

向こう１年間の方針を決定した第114回県本部
大会（９月28日、ひたちなか市）

賃金・人事評価制度を学習交流した町村交流集
会（７月６日）

水戸非正規労組が10回目の大会（７月12日）

人勧期中央行動を展開（７月26日）

水を考える公企評水辺のつどい
（８月４日、城里町）

岐阜で開かれた第91回自治労大会
（８月25～27日）

働き方改革を学んだ青年女性労働学校
（６月９日）

安倍内閣の退陣求め国会包囲行動に２万７千人
（６月10日）

那珂市職が5連覇達成した自治労バレーボール
大会（６月16日）

人勧期に向け開かれた第２回県本部中央委員会
（６月22日）

12単組57名が参加した県本部保育集会
（６月30日）

衛生医療評議会が総会と学習会（４月21日)

水戸市内をデモ行進した第89回県中央メーデー
（４月28日））

改憲は許さないと護憲市民のつどい（５月３日）

沖縄の海壊すなと国会包囲行動に１万人
（５月26日）

自治労の野球大会は大洗町職が13年ぶりに優勝
（６月２日）
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藤田幸久の
国会レポート㉖

　
　
月
に
ソ
ウ
ル
で
日
韓
議

12
連
の
一
員
と
し
て
韓
国
の
文

在
寅
大
統
領
と
会
談
し
ま
し

た
。
議
連
の
額
賀
会
長
が
、

韓
国
の
最
高
裁
に
よ
る
、
日

本
企
業
に
対
す
る
旧
徴
用
工

へ
の
賠
償
支
払
い
判
決
へ
の

憂
慮
を
表
明
し
た
の
に
対

し
、
大
統
領
は
「
１
９
６
５

年
の
日
韓
請
求
権
協
定
は
有

効
だ
が
、
個
人
の
賠
償
請
求

権
ま
で
消
滅
し
た
も
の
で
は

な
い
。
請
求
権
協
定
と
こ
の

法
的
効
力
の
解
釈
と
の
距
離

を
埋
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
為
に
時
間
を

か
け
て
、
関
係
省
庁
や
専
門

家
ら
と
解
決
策
を
模
索
し
て

い
く
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
日
本
政
府
は
、
個
人
の
請

求
権
は
否
定
し
な
い
が
、
請

求
権
協
定
で
完
全
に
解
決
済

み
で
あ
り
、「
救
済
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
権
利
」
で
あ
る

と
の
難
解
な
見
解
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

　
大
統
領
は
、
適
切
な
時
期

の
日
朝
間
の
首
脳
交
流
や
拉

致
問
題
の
重
要
性
を
北
朝
鮮

の
金
正
恩
委
員
長
に
も
伝
え

て
あ
る
と
こ
と
を
報
告
し
て

下
さ
る
と
と
も
に
、「
韓
日

両
国
民
の
敵
対
感
情
を
刺
激

し
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。
両

国
間
の
友
好
感
情
を
害
す
る

こ
と
は
韓
日
未
来
関
係
の
発

展
に
役
に
立
た
な
い
」
と
述

べ
る
な
ど
、
冷
静
沈
着
な
語

り
口
が
印
象
的
で
し
た
。

　
議
連
総
会
で
は
、
私
が
韓

国
人
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
の
名
誉
回

復
と
補
償
措
置
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
第
二
次
大
戦
中
に
日
本
軍

属
と
し
て
「
捕
虜
虐
待
」
な

ど
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
も

の
の
、
連
合
国
占
領
後
の
日

本
の
独
立
に
伴
い
日
本
国
籍

を
無
く
し
た
こ
と
か
ら
日
本

政
府
か
ら
補
償
を
拒
否
さ
れ

た
方
々
で
す
。
議
論
の
結

果
、
支
援
策
を
推
進
す
る
こ

と
で
合
意
し
、
声
明
文
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

韓国の文在寅大統領と握手する藤田幸久議員

駅
悦

詠
詠
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詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

き
の
飲
み
物
も
、
い
ず
れ
値

上
げ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
は
、
８
％
の
対
象
だ

け
ど
、
製
造
段
階
で
の
材
料

費
な
ど
が
　
％
に
上
が
る
こ

10

と
を
考
え
る
と
、
結
局
は
消

費
者
が
そ
の
負
担
を
押
し
つ

け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
Ｑ
　
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
人
に
と
っ
て
は
、
主
食
の

お
米
が
現
状
８
％
課
税
さ
れ

て
い
る
の
も
大
変
な
こ
と
だ

よ
ね
。

　
Ａ
　
公
平
な
税
制
の
実
現

の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
所
得

税
の
累
進
税
率
や
法
人
税
の

引
き
上
げ
が
必
要
だ
。
所
得

再
分
配
の
仕
組
み
を
整
備
し

な
い
と
貧
富
の
格
差
は
広
が

る
ば
か
り
だ
よ
。

れ
な
い
。
一
方
で
外
食
サ
ー

ビ
ス
は
、
増
税
さ
れ
る
。
同

じ
お
弁
当
を
食
べ
る
場
合
で

も
「
外
食
」
の
場
合
は
　
％
10

が
課
税
さ
れ
る
ん
だ
。

　
Ｑ
　
お
酒
は
？

　
Ａ
　
　
％
に
ア
ッ
プ
す
る

10

対
象
だ
。
だ
け
ど
ジ
ュ
ー
ス

や
お
茶
、
牛
乳
な
ど
は
８
％

の
ま
ま
だ
よ
。

　
Ｑ
　
お
酒
は
嗜
好
品
。
あ

る
意
味
ぜ
い
た
く
な
も
の
だ

か
ら
、
味
わ
い
た
い
人
が
高

負
担
に
な
る
の
は
納
得
で
き

る
。
　
Ａ
　
で
も
、
８
％
据
え
置

も
あ
る
。
お
米
な
ど
日
常
生

活
に
不
可
欠
な
食
料
品
が
そ

う
だ
よ
。

　
Ｑ
　
２
種
類
の
税
率
が
混

在
す
る
の
は
混
乱
し
そ
う
。

　
Ａ
　
コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
業

務
を
担
当
す
る
人
な
ど
は
大

変
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
店
内

で
飲
食
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
で

お
弁
当
を
食
べ
る
場
合
と
、

持
ち
帰
り
に
し
た
場
合
と

で
、
税
率
が
違
っ
て
く
る
か

ら
ね
。

　
Ｑ
　
ど
う
い
う
こ
と
？

　
Ａ
　
た
と
え
ば
お
弁
当

は
、
食
料
品
だ
か
ら
増
税
さ

現
在
８
％
の
消
費
税
が
　
％
10

に
な
る
予
定
。
で
も
税
率
を

８
％
の
ま
ま
に
し
て
、
負
担

の
軽
減
が
は
か
ら
れ
る
品
物

　
Ｑ
　
軽
減
税
率
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
け
ど
、
何
の
こ

と
？
　
Ａ
　
２
０
１
９
年
秋
に
は

消
費
増
税
よ
り

　
　
　
　

適
正
な
再
分
配
を

？？Q&AQ&A
焦点焦点

2019年度公共民間労組協議会
役員体制

た
あ
と
、
経
過
お
よ
び
活
動

報
告
、
運
動
方
針
を
提
案
し

全
体
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し

た
。
　
役
員
の
選
出
で
は
、
黒
澤

議
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
役

員
体
制
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
学

習
会
。
講
師
の
鈴
木
県
本
部

副
委
員
長
が
水
戸
市
の
事
例

を
中
心
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
な
い
職
場
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。

し
て
き
た
。
今
後
も
幹
事
会

や
総
会
、
学
習
会
を
通
じ
一

人
ひ
と
り
の
発
言
を
重
視
し
、

よ
り
良
い
職
場
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
次
に
千
歳
県
本
部
委
員
長

が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ

「
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め

議
論
を
交
わ
し
、
今
年
度
は

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
２
つ
の
学
習
会
を
開
催

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
間
労
組

協
議
会
は
　
月
　
日
、
自
治

12

11

労
会
館
で
第
　
回
定
期
総
会

15

と
学
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
黒
澤
議
長
が

公共サービス民間労組協議会総会であいさ
つする黒澤議長

茨城国保労組黒澤　　隆議　　長

日立市社福労組草地　孝幸副　議　長

茨城コロニー労組阿部　祥子〃

県本部鈴木　良博事務局長

北茨城社協労組布川　圭司幹　　事

東海村関連労組大内　智弘〃

日立市社福労組黒澤　大志〃

日立メディカル労組江田　秀一〃

水戸市社協労組川角　　元〃

茨城県社協労組　大内　利彦〃
行方市職（公共企業
関連団体）磯山　裕之〃

茨城コロニー労組柴田　政信〃

茨城国保労組黒鳥　友恵〃

つくばね労組高橋　宏明〃

 よ
り
良
い
職
場
環
境
作
ろ
う

が
総
会
と
学
習
会
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